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雨
あ
が
り 

 

我
が
家
は
、
今
か
ら
二
か
月

間
洋
ラ
ン
で
花
盛
り
に
な
る
。 

い
ま
五
本
の
シ
ン
ビ
ジ
ュ

ー
ム
が
咲
い
て
い
る
。 

コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
が
八
本
花

茎
を
伸
ば
し
て
お
り
、
一
本
の

花
茎
か
ら
横
に
三
、
四
本
の
花

茎
を
出
し
て
い
る
。 

オ
ン
シ
ジ
ュ
ー
ム
は
三
本

花
茎
が
成
長
中
で
あ
る
。 

一
年
の
中
で
今
の
時
期
が

楽
し
み
で
あ
る
。 

洋
ラ
ン
は
全
部
で
一
七
鉢

あ
る
。 

初
め
は
二
十
余
年
前
誕
生

日
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
コ
チ
ョ
ウ

ラ
ン
を
一
鉢
頂
い
て
、
温
室
も

な
い
の
に
枯
ら
さ
ず
花
を
咲

か
せ
な
が
ら
五
、
六
年
た
ち
そ

れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
増
え
て
き

た
。 一

番
好
き
な
の
は
カ
ト
レ

ア
だ
け
ど
何
が
悪
い
の
か
四

度
枯
ら
し
た
。 

花
芽
は
付
く
け
ど
咲
か
ず

新
芽
が
出
ず
に
枯
れ
て
し
ま

う
。 い

ま
だ
に
原
因
が
わ
か
ら

な
い
。 

一
番
む
つ
か
し
い
の
は
コ

チ
ョ
ウ
ラ
ン
と
い
う
け
れ
ど
、

も
う
い
い
と
い
う
ほ
ど
咲
く

の
に
カ
ト
レ
ア
は
な
ぜ
咲
か

な
い
。 

あ
あ
カ
ト
レ
ア
が
ほ
し
い
。 

（
Ｋ
） 

全
労
連
、
自
治
労
連
な
ど
直
ち
に
救
援
へ
立
ち
上
が
る 

東
日
本
大
震
災
・
前
代
未
聞
の
大
災
害
に 

 

北
九
州
春
闘
一
日
総
行
動 

 

早
朝
宣
伝
、
要
請
行
動
な
ど 

 

２
月
２
８
日
「
春
闘
北

九
州
地
域
総
行
動
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

門
司
、
小
倉
西
、
黒
崎

駅
の
早
朝
宣
伝
に
は
雨

天
の
中
、
三
十
一
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

班
別
行
動
は
北
九
州

市
要
請
に
十
七
名
が
参

加
し
、「
全
労
働
統
一
要

請
書
」「
福
建
労
要
請
書
」

「
競
輪
一
般
要
請
書
」
を

提
出
し
ま
し
た
。 

四
月
下
旬
に
各
部
署 

を
入
れ
て
要
請
行
動
を
行

う
予
定
で
す
。 

第
一
班
は
、
定
温
輸
送

問
題
で
り
そ
な
銀
行
北
九

州
支
店
に
要
請
書
を
提
出

し
、
商
工
会
議
所
で
は
全

労
連
統
一
要
請
書
に
基
づ

く
懇
談
も
行
い
ま
し
た
。 

第
二
班
は
安
川
ビ
ジ
ネ

ス
ス
タ
ッ
フ
と
福
原
学
園

に
要
請
行
動
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
の
み
な
さ
ん

お
疲
れ
様
で
し
た
。 

１１日重税反対集会、税務署交渉のさなか、ラ

ジオから大津波の報が絶え間なく聞えた。 

 まさかこれほどの惨事になるとは思いません

でした。ただただ驚くばかりです。 

 何か出来る事はないか？ないか、ないか。 

３
月
６
日
、
福
岡
市
博
多
区
福
岡
サ
ン
パ

レ
ス
ホ
ー
ル
で
、
「
一
緒
に
つ
く
ろ
う
！
憲

法
が
く
ら
し
に
生
き
る
こ
の
ま
ち
を
！
福

岡
県
民
集
会
」
を
開
催
し
、
県
下
か
ら
約
２
，

０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

大
型
間
接
税
反
対
２
万
人
集
会
か
ら
は

じ
ま
っ
た
「
福
岡
県
民
集
会
」
は
今
年
で
２

４
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く

の
雨
で
し
た
が
、
集
会
後
、
３
月
３
日
開
業

し
た
ば
か
り
の
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
ま
で
元 

     

気
に
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
市
民
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
元
気
な
う
た
ご
え

と
弥
生
会
、
鹿
鳴
会
に
よ
る
尺
八
、
琴
１
８

人
の
合
奏
で
春
を
よ
ぶ
音
色
が
会
場
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。 

集
会
で
は
、
実
行
委
員
会
を
代
表
し
て
梅

野
肇
県
春
闘
共
闘
議
長
（
県
労
連
議
長
）
が

挨
拶
。
「
大
企
業
の
内
部
留
保
を
下
請
け
・

中
小
企
業
や
労
働
者
な
ど
社
会
に
還
元
し
、

内
需
拡
大
を
は
か
ろ
う
」
な
ど
、
諸
要
求
の

前
進
に
向
け
た
運
動
の
強
化
を
参
加
者
に

よ
び
か
け
ま
し
た
。 

大
木
町
石
川
町
長
が
「
住
民
協
働
で
築
く

環
の
ま
ち
、
お
お
き
」
と
題
し
て
、
ご
み
を

資
源
と
し
て
地
域
の
中
で
循
環
利
用
し
、
環

境
を
壊
さ
な
い
持
続
可
能
な
暮
ら
し
を
築

い
て
次
の
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
住
民
一
人
ひ

と
り
の
誇
り
に
な
る
よ
う
な
循
環
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。 

続
い
て
、
「
非
正
規
の
正
社
員
化
に
む
け

た
雇
用
を
守
る
た
た
か
い
、
諫
早
干
拓
問

題
、
生
存
権
裁
判
、
日
航
不
当
解
雇
、
Ｔ
Ｐ 

  

Ｐ
問
題
」
な
ど
６
つ
の
分
野
で
ア
ピ
ー
ル
。

Ｊ
Ａ
福
岡
中
央
会
か
ら
「
目
先
の
経
済
的

利
益
追
求
の
た
め
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
断
固

と
し
て
反
対
を
す
る
」
と
決
意
表
明
、
日

航
不
当
解
雇
裁
判
原
告
団
か
ら
は
「
根
拠

が
ま
っ
た
く
な
い
整
理
解
雇
、
安
全
運
航

の
確
保
の
た
め
、
最
後
ま
で
た
た
か
う
」

と
訴
え
、
会
場
か
ら
は
熱
い
連
帯
の
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
日
本
共
産
党
赤
嶺
衆
議
院
議 

     

員
、
た
む
ら
貴
昭
県
知
事
予
定
候
補
が
激 

励
と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ロ
ビ
ー
で
「
い
の
ち
と
く
ら
し
の

相
談
会
」
と
し
て
、
行
政
な
ん
で
も
相
談
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
専
門
家
を
配
置
し
て

無
料
相
談
を
実
施
し
ま
し
た
。 

な
お
、
宮
崎
新
燃
岳
被
災
支
援
等
を
訴

え
た
会
場
カ
ン
パ
は
３
０
３
，
６
７
１
円

集
ま
り
ま
し
た
。 

初
の
屋
内
県
民
集
会
に
２
０
０
０
人 

 

た
む
ら
県
知
事
候
補
、
力
強
く
決
意
表
明 

壊滅の宮城県南三陸町・高台から 

http://www.geocities.jp/k_roren/


 

 

 

 

 

 

ご苦労さまです。いよいよ告示日（３月２４日）も目前と迫りました。みなさんの期待を受けた田村県知事予定候補は今、元気い

っぱい全県をかけめぐっています。田村候補の宣伝物も、次々、おりています。県民犠牲の県政から、県民のいのちと暮らしを大

切にする新しい県政の実現にむけ、いっそう運動強めましょう。           ２０１１年３月１０日 福岡県民の会 

北九州地区労連(裏面) 
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 当組合をご紹介します前に、まず弊社、有限会社新潮印刷の起こ

りをご説明します。 

14 年前に門司港にありました老舗の印刷会社・隆文堂印刷（倒産

時１３０余名）が倒産しました。 

その時、隆文堂印刷には私達の全印総連の組合と全国一般の二つ

の組合が存在していました。 

 会社が倒産した時、労働組合がないと会社の資産は取引先の債権

にほとんど充てられますが我々労働組合が闘って労働債権の多くを

勝ち取ることが出来ました。この時には、全印総連はもとより、地

区労連の方々の大きなご支援をいただいたおかげです。 

この場をお借りしましてお礼を申し上げます。 

 この時のメンバーが中心となり、退職金を出しあって有限会社新

潮印刷を設立し、新潮印刷労働組合が誕生しました。当時の情勢は

厳しく、企業を再び倒産させない・経営継続のため、低労働条件の

もと従業員全員で奮闘してきました。 

 この間、北九州の印刷関連企業は廃業、倒産、経営危機による経

営者交代による社名変更等とかなりの変化がみられました。 

 新潮印刷労働組合は成り立ちからしても、単なる労使対立の際の

労働者の権利を守るだけでなく、産業の底辺で働く中小企業の労働

者・経営者の生活を守る為にも活動していきたいと思います。 

県民の会の各団体が 

   がんばっています 

● 福建労 
１人５票の支持拡大をめざし、独自ビ 
ラ１万５千枚を作成。いま、１７６の
支部・分会・班が推薦決議をあげてい
ます。 
 
● 民医連 
県連理事会が推薦を決定。２月２６日 
には独自に県政学習会を開催し、構成
員の活動を推進しています。 
 
● 福商連 
２５の全民商に資料をおろし、集団申 
告の多忙な中でも、いま１４民商から
支持拡大があがっています。一人１０
人の目標で支持をひろげています。 
 
● 新婦人 
独自の教育ポスターが大好評。班と小 
組みにポスターをおろし、つどいを開
催しています。来週には独自のビラも
完成します。 
 
● 生活と健康をまもる会 
１５０００の支持拡大をめざし、資材 
をおろしました。３・８の常任理事会
で方針を討議します。 

● 「相乗り」「談合」による知事選びに県民の批
判が強まっています 

 
田村さんが対決する相手は、経済界のトップ企業と「連 

合」、県議会の「オール与党」が選んだ「天下り」「相乗

り」候補です。この候補者選びに、マスコミも、「政策な

き相乗り」「県民不在の候補選び」と報道、県民も今回の

「相乗り」「談合」に強い批判をあびせています。 
 
● 財界と「オール与党」の狙いは 

「なれ合い」県政の継続 
 
「相乗り」「談合」県政は、結局、麻生県政と「オール

与党」が続けてきた「なれ合い」県政の継続です。いま、

県議会では、知事の提案にほぼ１００％賛成です。 

このもとで、県民犠牲の県政が続けられてきました。 

この県政の転換が求められています。 
 
● 田村さんが県政の転換へ全力つくす 
 
田村知事候補は、４期１６年勤めて１億８８００万円も

の退職金を受け取るような知事の姿勢そのものを批判し、

また、税金のムダづかいが横行する議会の改革も要求して

います。また、県民のくらしと地域を直接の応援する県政

をすすめます。雇用・仕事、医療・社会保障、子育て・教

育、清潔・公正な県政をめざし、財源も明確にして「１０

００億円、県民サポートプラン」を提案、この実現をめざ

します。 

県内６０の市町村の振興にも力をつくします。 

田村さんへのみなさんのご支援を心からお願いします。 
 
● 田村勝利へ宣伝と支持拡大を強めましょう 
 
田村さんの名前入りの宣伝物は２３日までしか使えませ 

ん。宣伝物を活用し、宣伝と支持拡大を強めてください。 

まわりの友人、知人、家族の方に、宣伝物を渡してくださ 

い。また、「田村さんをお願いします」と声をかけてくだ

さい。「相乗り」「なれ合い」勢力に負けられません。全

力をつくしましょう。ご奮闘をお願いします。 
 
● 告示日の作業への準備とご参加をお願いします 
 
３月２４日（木）の告示日は、公営掲示板のポスター張

り出し、出発式への参加、第一声、法定ビラの配布など、

作業が集中します。この作業へのご協力、ご参加をお願い

します。 

また、夜は、１８：３０からＪＲ小倉駅前集会、１９時

からＪＲ博多駅前集会が開かれます。この集会を成功させ、

田村勝利へ運動を大きくもりあげましょう。 

● 民主青年同盟 

３月２０日に天神の大宣伝
を行います。 
 

● 日本共産党 

議員選挙とあわせて、いま
１２万の支持を拡大しまし
た。リーフ、ビラの配布 
を強め、議員選挙の告示ま
でに、地域整理で得票目標
の達成をめざしています 

新潮印刷労働組合 


